
人間も偽装が好き
渡辺淳一／著
新潮社／出版

中身がないのに偉ぶる
おじさん。ファッション
とメイクを駆使し、10歳
以上若返る女性たち。

食品だけでなく、人間だってみんな偽装し
ている！政局からサミット、ドッグランから
医療問題、大食い番組から銀座の女性たちま
でをするどい目線で捉え直した、思わずうな
ずくエッセイ集。

向
津
具
半
島
の
先
端
に
位
置
す
る
油
谷
島

は
、
当
時
身
を
潜ひ
そ

め
る
の
に
絶
好
の
秘
境
の

地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
傷
心
と
恐
怖
に
身

を
苛
さ
い
な
ま
れ
つ
つ
こ
こ
に
辿た
ど

り
着
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
た
だ
、
こ
こ
に
は
真
相
の
手
が
か
り

と
な
る
落
人
お
ち
う
ど

の
秘
話
ら
し
き
物
語
は
存
在
し

な
い
。

向
津
具
地
区
以
外
に
は
日
置
の
「
二
位
に

い

の

浜
」
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
幼
帝
を
抱
い
て
入

水
し
た
二
位
の
尼あ
ま

の
亡
骸
な
き
が
ら

が
漂
着
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
青
海
島
の
西
端
に

平
家
台
と
い
う
所
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
複
数

の
残
党
が
辿
り
着
き
、
あ
る
者
は
自
刃
し
た

と
い
う
。

全
国
に
は
平
家
伝
承
地
と
し
て
約
四
五
〇

箇
所
あ
る
。
と
か
く
僻
地
へ
き
ち

に
お
い
て
平
家
伝

説
が
語
ら
れ
る
が
そ
の
真
偽
は
定
か
で
は
な

い
。
し
か
し
、
源
氏
の
追
跡
を
か
わ
し
全
国

に
広
散
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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※
入
場
無
料
　
※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
お
は
な
し
会

‐
図
書
館
横
藤
棚
（
雨
天
の
場
合
は
館
内
）‐

①
10：

00
〜
　
②
11：

00
〜
　
③
13：

00
〜

絵
本
・
紙
芝
居
の
楽
し
い
世
界
を
ど
う
ぞ
。

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
（
和
室
）

●

日
時
　
11
／
８
（土）

15：

00
〜

紙
芝
居
の
会
（
和
室
）

●

日
時
　
11
／
15
（土）

15：

00
〜

絵
本
を
楽
し
む
会
（
和
室
）

●

日
時
　
11
／
20
（木）

10：

30
〜

お
は
な
し
の
会
（
和
室
）

●

日
時
　
11
／
22
（土）

15：

00
〜

と
し
ょ
か
ん
た
ま
ご
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
11
／
28
（金）

10：

30
〜

長
門
読
書
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
11
／
22
（土）

14：

00
〜

よ
み
っ
こ
く
ら
ぶ
（
ゆ
や
分
館
）

●

日
時
　
11
／
８
・
22
（土）

15：

00
〜

●
展
示
会
「
尾
崎
眞
吾
と
な
か
ま
た
ち
」

新
館
開
館
10
周
年
記
念
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
図
書
館
展
示
室
を
主
会
場
に
絵
画

展
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
期
間
　
10
月
21
日
（火）
〜
11
月
23
日
（日）

●
第
４
回
図
書
館
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

日
時

11
月
３
日
（月）
文
化
の
日
９：

30
〜

〈
当
日
の
日
程
〉

☆
古
本
市
の
開
催（
９：

30
〜
15：

30
）

‐
図
書
館
玄
関
前
（
雨
天
の
場
合
は
館
内
）‐

料
金
に
つ
い
て
は
、
特
に
設
定
し
ま
せ
ん
。

「
ご
芳
志
受
付
箱
」
を
設
置
し
ま
す
。

※
古
本
市
で
購
入
さ
れ
た
本
を
、
後
日
図
書

館
へ
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

☆
新
館
開
館
10
周
年
記
念
講
演
会

演
題
『
物
語
が
う
ま
れ
る
と
き
』

講
師

児
童
文
学
作
家
角
野
栄
子
氏

時
間

13：

30
〜
15：

00

会
場

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

定
員

先
着
100
名
（
申
込
み
要
）

申
込
み
先

長
門
市
立
図
書
館

11／22（土）13：30～
「トムとジェリー⑲」

（39分）

「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
　
諸
行
無
常
の
響
き

あ
り
…
」
で
は
じ
ま
る
か
く
も
哀か
な

し
き
物
語
。

平
家
一
門
が
、
壇
ノ
浦
で
滅
亡
し
た
の
は
寿

永
四
年
（
一
一
八
五
）の
こ
と
で
あ
る
。
平
家

は
前
年
、
幼
帝
安
徳
天
皇
を
奉
じ
て
、
西
国

に
向
か
い「
一
谷

い
ち
の
た
に

合
戦
」「
屋
島
や
し
ま

の
戦
い
」に
敗

れ
て
つ
い
に
壇
ノ
浦
で
滅
び
た
。
傷
つ
い
た

平
家
の
武
士
達
は
全
国
各
地
に
逃
れ
て
い
く

が
、
源
氏
の
追
討
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た

と
語
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、
長
門
国
は
多
く

は
平
家
一
門
の
所
領
で
あ
っ
た
が
直
ち
に
没

収
さ
れ
、
翌
年
の
文
治
二
年
、
源
頼
朝
の
命

を
受
け
た
佐
々
木
高
綱
が
長
門
守
護
と
な
り

残
党
の
追
討
を
行
っ
て
い
る
。

さ
て
、
長
門
市
内
で
は
平
家
伝
承
地
・

末
裔
ま
つ
え
い

隠
棲
地

い
ん
せ
い
ち

と
し
て
向
津
具
半
島
が
あ
げ
ら

れ
る
。「
伝
・
平
貞
国

た
い
ら
の
さ
だ
く
に」「
伝
・
門
脇
か
ど
わ
き

能
登
守

の
と
の
か
み

」

「
伝
・
平
揖
取

た
い
ら
の
か
ん
と
り
一
統
」
な
ど
の
墓
と
伝
え
ら

れ
る
所
が
七
ヵ
所
あ
っ
て
板
石
や
変
形
の

宝
篋
印
搭

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う、
五
輪
搭
が
集
め
ら
れ
野
積
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
墓
も
い
つ
の
頃
か
、
道

路
敷
設
や
自
然
破
壊
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、

ひ
っ
そ
り
佇
た
た
ず
ん
だ
型
で
建
っ
て
い
る
。

長
門
地
方
の

平
家
伝
説

門脇能登守
かどわきのとのかみ

の墓（油谷島）

新
着
案
内
（
本
館
／
一
部
）

「
波
打
ち
際
の
蛍
」
島
本
理
生
、「
不
連
続
の
世

界
」
恩
田
陸
、「
い
っ
ち
ば
ん
」
畠
中
恵
、「
エ
イ

ジ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
内
館
牧
子
、「
な
ぜ
ケ
ー
タ

イ
小
説
は
売
れ
る
の
か
」
本
田
透
　
ほ
か

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
総
理
の
辞
め
方
」
本
田
雅
俊
、「
戦
争
へ
の
想

像
力
」
相
澤
恭
行
、「
伝
わ
る
化
」
大
塚
寿

ほ
か

秋
の
海
釣
り
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

油谷島

平 揖取
たいらのかんとり

一統の墓（油谷島）

こ
の
季
節
、
海
へ
釣
り
に
行
か
れ
る
方
も
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
磯
場
で
の
転
倒
や
海
中
転
落

な
ど
の
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
た
め

に
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
ケ
ー
ス

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

一
見
穏
や
か
な
海
で
も
突
然
大
き
な
波
が
押
し

寄
せ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
安
全
に
釣
り

を
楽
し
む
た
め
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
最
新
の
気
象
情
報
の
把
握

●
家
族
等
へ
行
き
先
・
行
動
予
定
の
事
前
連
絡

●
目
立
つ
服
装
の
着
用

●
単
独
行
動
の
回
避
、
無
理
な
行
動
の
回
避

昨
年
、
独
居
の
母
が
訪
問
販
売
員
か
ら
湿

気
が
多
い
と
言
わ
れ
床
下
換
気
扇
の
契
約

を
し
た
。
今
年
、
同
じ
販
売
員
が
点
検
を
理
由

に
訪
問
し
て
来
て
増
設
を
勧
め
た
。
母
は
最
初

断
っ
て
い
た
が
執
拗
に
勧
誘
さ
れ
た
の
で
結
局

契
約
し
て
し
ま
っ
た
。
今
後
の
た
め
に
対
応
方

法
を
教
え
て
欲
し
い
。

お
母
様
に
、
そ
の
場
で
す
ぐ
契
約
せ
ず
に
、

子
供
な
ど
身
近
な
人
に
相
談
す
る
こ
と
、

ま
た
、
必
要
が
な
け
れ
ば
「
き
っ
ぱ
り
断
る
」

な
ど
、
納
得
で
き
る
よ
う
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
次
々
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル

に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
必
要
な
工
事
か
ど
う

か
見
極
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
必
要
の
な

い
場
合
は
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
む
こ
と
が

大
切
で
す
。
必
要
な
工
事
で
あ
っ
て
も
、
不
当

に
高
額
な
工
事
に
な
ら
な
い
よ
う
他
の
事
業
者

か
ら
も
見
積
書
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
も
し
断
り
き
れ
ず
契
約
し
て
し
ま
っ
て

も
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
、
契
約
書
面

を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
は
悪
質
な
事
業
者
に
狙
わ
れ

る
お
そ
れ
が
高
い
の
で
、
未
然
防
止
や
早
期
発

見
に
は
、
身
近
な
方
々
の
声
か
け
が
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

Ａ Ｑ

高齢者に多いリフォーム
工事の次々販売
高齢者に多いリフォーム
工事の次々販売

ライフジャケット


